
～

（ ）

１１１１　　　　今期今期今期今期のののの指定管理者指定管理者指定管理者指定管理者のののの管理運営状況管理運営状況管理運営状況管理運営状況（２～10の結果を踏まえた判定）

＜判定理由＞

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

２２２２　　　　月例報告書月例報告書月例報告書月例報告書によるによるによるによるモニタリングモニタリングモニタリングモニタリングのののの概況概況概況概況

月

報

確

認

現

場

確

認

電

話

確

認

○ ○ ○ 無

○ ○ ○ 無

○ ○ ○ 無

○ ○ ○ 無

○ ○ ○ 無

○ ○ ○ 無

３３３３　　　　指定管理者指定管理者指定管理者指定管理者がががが提案提案提案提案したしたしたした取組取組取組取組みみみみ等等等等のののの実施状況実施状況実施状況実施状況

施 設 所 管 課

Ｂ

都市公園課 横須賀土木事務所

指

導

等

の

有

無

確認方法

確認中

実施状況

8月29日

10月10日

8月10日

８月

９月

モニタリング結果報告書（平成24年度上半期）

施 設

指 定 管 理 者

指 定 期 間

公益財団法人神奈川県公園協会・県立塚山公園保存会グループ

塚山公園

H21.4.1 H26.3.31

７月

報告月

４月

５月

６月

受理日

5月10日

9月10日
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　塚山公園では、公園全体に分布しているサクラを中心とした花木の開花時期に合わせた管理・保全や、

看板による山野草名の周知等、里山の魅力を活かす取組みが見られ、良好な植物管理が行われている。ま

た、三浦按針ゆかりの歴史に関連したイベントを開催し、公園の特色を活かした利用促進に取組んでい

る。こうした取組みにより、昨年度より利用者が増加するとともに、目標利用者数を上回る結果となって

いる。施設の快適性や安全性が保たれ、提案どおりの取組みがなされていることから、Ｂ判定とした。

提案内容

6月11日

7月10日

10月9日

7月30日

：提案を上回る取組みを実施し、極めて良好な管理運営状況である。

：提案どおりに取組みを実施し、良好な管理運営状況である。

：提案どおりに取組みを実施したが、管理運営状況については、一部工夫が必要な面がある。

：提案どおりに取組みを実施していない。また、提案どおりに取組みを実施したが、管理運営状況に

ついては、抜本的な改善が必要である。

確認

通知日

6月4日

6月29日

備考（指導事項等）

公園における特性と課題を踏まえた維持管理

(1)サクラの名所としての継承や四季を楽しむ

　植栽樹林の充実、山野草や花木の保全と活

　用を図り、新たな魅力づくりを行う

　・花木や草花の新規植栽

　・山野草の保護・増殖のため、生育ｻｲｸﾙに

　　応じた草刈時期・回数等を設定

(2)安全で快適な利用を支える確実な施設管理

　運営を行う

　・必要と判断した場合は、管理水準を上回

　　る点検・清掃等の管理作業を積極的に行う

(1)季節の彩りを来園者に感じてもらうために、花壇

へ植えつける花の種類を検討した上で、植付けを行

い、公園の魅力向上を図った。

また、野草の開花時期等を考慮した除草作業の実

施、および、野草の保護のためのロープによる囲い

の設置を昨年度から継続して行い、里山の魅力を活

かした公園づくりに取組んだ。

(2)来園者が快適に過ごせる施設とするために、トイ

レに季節の生花を活ける取り組みを、昨年度より継

続して実施した。



　

(1)地域住民と協働した公園づくりの取組みとして、

６月に婦人会ボランティアとともに夏花（マリー

ゴールド・クレミオン等）の花壇への植付を実施し

た。

(1)さくら祭りを4月に実施し、「野点」を行う等、

公園の特色であるサクラを活かした利用促進に取組

んだ。

　利用客が少なくなる夏季の取組みとして、８月の

横須賀市内の花火大会に合わせ、「花火観賞会」及

び「かき氷祭り」を初めて開催し、公園に一層親し

んでもらうことができた。今後は規模の拡大も検討

する。

　9月には、山野草の観察会および按針の日本での活

躍等について指定管理者と来園者で話す、「按針に

思いを馳せる交流会」を実施し、横須賀市が主催す

る三浦按針祭観桜会の積極的な支援と合わせ、歴史

を活かした公園づくりに取り組んだ。

利用促進方策

(1)利用促進のためのイベントの開催

　 三浦按針の由来と史跡、眺望、四季の彩り

　の美しさ等を活用したイベントの実施・共催

　により、利用促進を図る

　・さくら祭り

　・花火観賞会

　・かき氷祭り

　・自然観察会

　・按針に思いを馳せる交流会

　・三浦按針祭観桜会

地域や関係機関との連携

(1)関係団体およびﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体等との連携

   志のある県民ならびに団体との協働を展開

  させることで、地域および公園の利活用を

　図る

　・町内会、連合町内会、観光協会、行政機関

　　等の地域関係団体との関係を緊密・拡大す

　　る
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3

実施状況提案内容



４４４４　　　　収支状況収支状況収支状況収支状況

（単位：千円）

①

②

注：千円未満を切捨てているため、合計は一致しない。

収支状況に関する確認等

③

970

6,764

1,241

986

1,079

13,900

3.6%

下半期

1,275

1,086

予

算

額

上半期

前年度

1,143

上

半

期

実

績

額

対前年度上半期比

前年度

上半期合計

▲ 2.7%

1,187

1,103

1,143

－

13,900

14,259

－

－

－

13,900

支出額

－

14,259

7,136

収入額

6,565

14,259

－

0

13,900

7,335

6,565

－

－

確認項目

４月

５月

６月

７月

８月

－

1,342 －

該当

該当なし

９月

7,335

6,565

13,900

7,136

6,764

1,187

下半期

1,342

－

7,136 －

6,764

13,900今年度

0

－

募集時の積算額

（参考）

－

－

指定管理料

今年度上半期合計欄の収支

差額が、収入合計又は支出

額のうち低い方の額の１割

以上増減がある

②

①

○

年間予算額における収支差

額が０でない

×

7,136

7,335

今年度

上半期合計

上半期に見込んでいた支払いが下半期に変更となったため

0

157

263

▲ 54

－

－

133－

理由等

0

収支差額

0

0

0

－

－

上半期 7,335

その他収入 収入合計利用料金

1,218

227859

1,201

6,336

6,117

74

8007,136

－ －

－

1,275

－

－ 7,335

－

－

－

－

1,103

1,086

－

③

収入額又は支出額が前年度

上半期比で３割以上増減が

ある

× 該当なし

④ その他特記事項



＜参考＞

本施設について県が支出した（する）計画修繕工事・各所営繕工事等に係る修繕費等

今期に行った資本的な収入及び支出等の状況

1 収入：定期預金の取り崩し、借入れによる収入等

2 支出：車両の購入、施設の増改築、定期預金の積立て等

3 積立等：施設の増改築のための積立・借入れ、定期預金等

５５５５　　　　利用状況利用状況利用状況利用状況

人 人 ％

人 人 ％

人 人 ％

人 人 ％

人 人 ％

人 人 ％

人 人 人 ％ ％

人 人 人 ％ ％

７月

2,260

４月 14,830 12,050

2,750

－

27,785

1.1

▲ 25.1

2,0482,190

2,190

2,985

今年度

下半期計

目標利用者数

今年度

上半期計

16,000

基本協定において、県が負担することとしている修繕費等：300千円以上

工事箇所・内容（金額）金額（千円）

0

0

上半期

下半期

23.1

49.8

▲ 2.8

6.9

（期末）

８月

９月

５月

６月

2,235

2,213

4,120

2,197

0

0

0

0

0

0

0

（期首）

合　計 0

内容金額（千円）

収　入

支　出

0

0

0

前年同期対

比増減率

前年同期

利用者数

利用者数

前年同期対比増減率

積立等

14.5

－

利用者数 前年同期利用者数

－

24,283

－

73.7

－

目標対比

増減率



利用状況に関する確認等

６６６６　　　　苦情苦情苦情苦情・・・・要望等要望等要望等要望等のののの状況状況状況状況

受付件数

（ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ ）

７７７７　　　　特筆特筆特筆特筆すべきすべきすべきすべき苦情苦情苦情苦情・・・・要望等及要望等及要望等及要望等及びびびび対応状況対応状況対応状況対応状況

③ その他特記事項

確認項目 該当 理由及び対応策

× 該当なし

①

今年度上半期の利用者数が

前年同期比で１割以上増減

○

東日本大震災の影響から回復しつつある。

4～5月は、小学校の遠足（約1,000名）や、高校の歴史学習

（約500名）など団体での利用があったほか、イベントの実施

や広報活動が、利用者の増加につながったものと考えられ

る。

②

今年度上半期の利用者数が

目標利用者数を下回った

口頭

電話

上半期報告件数

0

対面

0

文書

0 0 0

手紙 電子メール アンケート

職員対応

施設・設備

0

概要 対応状況

0

該当なし

上段：報告件数

下段：報告件数の

うち所管課受付分

分野

合計

事業内容

その他



８８８８　　　　事故事故事故事故やややや不祥事等不祥事等不祥事等不祥事等のののの発生状況発生状況発生状況発生状況

９９９９　　　　随時随時随時随時モニタリングモニタリングモニタリングモニタリングのののの実施状況実施状況実施状況実施状況

（ ）

（ ）

（ ）

10101010　　　　今期今期今期今期のののの実績実績実績実績をををを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた評価評価評価評価、、、、改善策等改善策等改善策等改善策等

発生日 事故等の概要 指定管理者の対応状況

原因・問題点

（指定管理者の課題を含む）

該当なし

該当なし

実施日

（事故発生日）

　塚山公園では、里山の魅力と歴史を活かした取組みがみられ、提案どおりの管理運営状況にある。

　維持管理に関しては、植物の良好な保全管理により公園の魅力向上が図られているとともに、清掃等の

徹底により快適な利用環境が維持されており、継続が望まれる。

　利用促進に関しては、公園の特性を活かしたイベントの実施や積極的な広報活動に努めている。今後

は、広域からの利用者の拡大のため、さらに関係機関と連携し、広報に力を入れるよう指導していきた

い。

　地域連携の取組みに関しては、住民と協働した取組みが見られたが、下半期は、ボランティアや関係機

関との連携を一層深めた公園づくりの取組みを望む。

経緯・調査内容

調査結果

（指定管理者の課題の有無等を含む）


